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ミヤマアカネ・リサーチプロジェクトを活用した環境教育の実践と効果

ー宝塚市の 3小学校と博物館が連携した 4年間の取り組み事例ー
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要　　旨

兵庫県宝塚市の公立小学校 3校で，総合的な学習の時間を利用し，兵庫県立人と自然の博物館と連携し

て行った一連の学習活動「ミヤマアカネ・リサーチプロジェクト」の事例を報告した．アカトンボの一種で

あるミヤマアカネという身近な地域の素材を通して調査研究を進めることにより，児童は，自然に親しむと

共に，調査結果を集約整理し，考察を行い，自らの成果をもとに他学年や他校の児童と交流するという一連

の探究活動の過程を，学ぶことができた．児童にとって，博物館研究員の指導を受けて共同して研究するこ

とはモチベーションとなり，学習に意欲的に取り組むことができた．プロジェクトでの学びの過程は，総合

的な学習で求められている思考力，判断力，表現力の育成をはじめ，近年課題となっている PISA型学力の

育成にも生かされると考えられる．
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はじめに

環境教育に対する社会的関心は，かつてないほど高ま

っており，学校教育の現場においても重視されるよう

になってきた．2003 年に「環境の保全のための意欲の

増進および環境教育の推進に関する法律」が施行され，

環境教育の基本理念や各主体の責務などが定められた．

2006 年には教育基本法が改正され，「生命を尊び，自

然を大切にし，環境の保全に寄与する態度を養うこと」

が，教育の目標として明記された．これに伴って，学校

教育法も 2007 年に改正され，第 21条第 2項には義務

教育の目標として「学校内外における自然体験活動を促

進し，生命及び自然を尊重する精神並びに環境の保全に

寄与する態度を養うこと」が新たに規定された．

生物多様性の保全と持続可能な利用に関するわが国の

基本方針と施策の展開を示した「生物多様性国家戦略」
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（環境省，2007）も，教育の重要性を取り上げるよう

になってきた．1995 年に策定された（第一次）生物多

様性国家戦略では教育に関する言及はほとんどないが，

2002 年に策定された（第二次）新・生物多様性国家戦

略には，「環境教育・環境学習」の章が現れ，学校にお

ける教育内容及び指導方法の改善の必要性が指摘され

た．さらに，2007 年に策定された第三次生物多様性国

家戦略では，教育基本法等の改正をふまえ，「学校教育

において，児童生徒が生物多様性を含む環境についての

理解を深め，環境を守るために主体的に行動がとれるよ

うにすることは極めて重要です．」と記されている．

このように，学校教育の中での環境教育の重要性が認

識される一方，近年の学校教育現場では，思考力，判断

力，表現力，読解力の向上が強く求められるようになっ

てきた．新学習指導要領（2008 年 3月 28日公示）では，

総合的な学習の時間の目標として「各教科において基礎

的・基本的な知識・技能の習得を重視するとともに，観

察・実験やレポートの作成，論述など知識・技能の活用

を図る学習活動を充実すること，さらに総合的な学習の

時間を中心として行われる，教科等の枠を超えた横断的・

総合的な課題について各教科等で習得した知識・技能を

相互に関連付けながら解決するといった探究活動の質的

な充実を図ることなどにより思考力・判断力・表現力等

を育成すること」を掲げている．

この背景には , 平成 16 年度に公表されたOECD（経

済開発協力機構）が実施する PISA調査（生徒の学習到

達度調査）においてのわが国生徒の得点の低下がある（文

部科学省，2004; 2005）．PISA 調査は，知識や技術を

実生活のさまざまな面で直面する課題においてどの程度

活用できるかを評価することを目的としている．特に

得点の低下が顕著であった「読解力」では , 従来の物語

のような連続型テキストに加え , データを表やグラフな

ど視覚的に表現した非連続型テキストの読解も対象とな

る．読解プロセスには,テキストの中の「情報の取り出し」

だけでなく ,「理解・評価」し , テキストを単に読むだ

けではなく，テキストを利用し , テキストに基づいて自

分の意見を論ずるなどの「活用」も要求される．

以上から，総合的な学習の時間を利用して環境教育を

行うためには，自然体験活動を取り入れながらも，同時

に思考力，判断力，表現力，読解力などの学力を育成す

ることが求められているといえる．学校教育の限られた

時間内でこのような要求を満たす学習プログラムを展開

するためには，学習素材と学習方法を工夫することが特

に重要となると思われた．このような背景から，著者ら

は，総合的な学習の時間を活用し，兵庫県立人と自然の

博物館（以下「博物館」）と連携して，アカトンボの一

種ミヤマアカネを学習素材として取り上げ，複数の小学

校が共同で実施した，年間を通した学習プログラムであ

る「ミヤマアカネ・リサーチプロジェクト」を 4年間

にわたって実践してきた．ミヤマアカネという素材，博

物館や近隣校との連携という手法を用いた環境教育によ

り，体験学習と同時に，総合的な学習等で求められるさ

まざまな学力の向上が期待された．

この報告では，まず，調査の対象地，参加した 3つ

の小学校およびミヤマアカネについて説明し，つぎに今

回の学習のねらいについて説明，次にミヤマアカネを素

材とした年間の学習計画 , 実施内容の説明を行い , 博物

館や近隣校との連携 , 児童への効果について報告する．

特に児童への効果については , 学習の段階ごとに作文に

取りまとめたものを紹介し , これを元にして学習効果に

ついて考察した．

学校の概要・素材の特性・学習のねらい

1．学校の概要

総合的な学習の時間においてミヤマアカネ・リサーチ

プロジェクトに取り組んだ学校は，宝塚市立西山小学校，

同仁川小学校，同宝塚第一小学校の 3校で，対象は 4

年生または 5年生である．2008 年 5月 1日現在の児童

数は，西山小学校 531 人，仁川小学校 736 人，宝塚第

一小学校 1,133 人となっている（特別支援学級を含む）．

3校の校区は，兵庫県宝塚市の南西部，六甲山系の東端

に位置し，六甲山系に端を発して武庫川へ合流する，逆

瀬川，仁川，支多々川などの支川が校区を流れており，

各河川を中心にミヤマアカネが多く生息している． 3

図１　ミヤマアカネ・リサーチプロジェクトを実施した小学校の位

置．宝塚第一小は，宝塚市立宝塚第一小学校，西山小は同西

山小学校，仁川小は同仁川小学校の略．太い破線は小学校の

校区を，陰影部は標高 100m以上の地域を示す．
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小学校の校区は隣接し，西山小学校と宝塚第一小学校は，

同じ河川の上流側，下流側の関係にある．また，西山小

学校と仁川小学校は，宝塚ゴルフ場を挟んで南北に位置

している（図 1）．3校の校区は，いずれも私鉄沿線の

商業地，市街地と新興住宅地で構成され，山麓部は閑静

な住宅地として知られている．

2．学習素材としてのミヤマアカネの特性

ミヤマアカネ Sympetrum pedemontanum は，旧

北区に広く分布するアカトンボの一種で，わが国では，

北海道から九州まで各地に生息している．体長 4cm前

後で，前後翅とも中央からやや外側に褐色の帯があるこ

と，縁紋が乳白色から赤色（成熟したオス）を呈するこ

とから，児童にも容易に同定できる（図 2）．本種は近

年各地で減少していることが知られており，兵庫県版レ

ッドデータブックでは Cランクに指定されている（兵

庫県自然環境保全課，2003）．

昆虫類は身近な環境に多くの種が生息し，児童の関心

も高いが，必ずしもすべての昆虫が学習素材として適し

ているわけではない．ミヤマアカネは，学校教育での

学習素材として多くの優れた特性を持っている（表 1）．

本種は，その顕著な斑紋から，発見しやすく，児童でも

確実に種の同定ができる．また，その行動は比較的緩慢

で，捕獲することも容易である．中でも本種の親しみや

すさは，学習を進める上でたいへん重要である．八木は，

一般市民の関心を高めるため，ミヤマアカネを「日本一

美しい赤とんぼ」と説明しているほか，「あかねちゃん」

の愛称とともに 2006 年に女子児童が製作したイラスト

をシンボルとして効果的に用いることで，本種はいちだ

んと親しみやすい対象となっている．実際，一般に昆虫

類を嫌う傾向のある女子児童にも本種の人気は高く，女

性教員にも扱うことに抵抗が少ない．さらに，この地

域でのミヤマアカネの分布や生活史には不明な部分が多

く，児童自身の調査や観察が学術研究にも生かされるた

め，学習の意図が理解しやすく，達成感を得やすいと考

えられる．

表１　学校での学習素材としてのミヤマアカネの特性

図２　ミヤマアカネのオス成虫．メスもほぼ同型．前後翅ともに，

中央やや外側に褐色の帯があり，先端は透明．また，縁紋は

白色で，成熟に伴って赤くなる．一般にアカトンボは種の同

定が困難であるが，このような斑紋を有する類似種は他にな

く，本種の同定は容易．



―  104 ―

人と自然　Humans and Nature no.19 (2008)

３．学習を通して育てたい力

ミヤマアカネ・リサーチプロジェクトを通しての学習

のねらいとして , まず，自然体験が挙げられる．児童が

身近なところから観察を行う中で，自然に親しみ，五感

をとおして自然の姿を学ぶことをめざし，野外へ出て，

体を動かし，ミヤマアカネを採集，観察していくうちに，

トンボの習性，飛び方，発生時期，そして生息環境につ

いても自然に目を向けていくことが期待された．

さらに,児童自身の体験をもとにした，思考力・判断力・

表現力の育成をめざした．情報を分類し，集計し，系統

的に考える力は，児童自らの観察，調査でより効果的に

育成されると思われた．同じ素材を近隣校で同時に調査

することで , その結果を互いに発表し交流することが可

能となり，表現力の効果的な育成が期待された．博物館

研究員等の支援を得ることは , 考察の方法や過程を学び

, 新たな課題を得ることなど，自身の考えを相対化する

のに役立つと考えた．これらは，前述した PISA型学力

に関わる力の育成にも寄与することが期待された．

これらを念頭に，ミヤマアカネ・リサーチプロジェク

トという単元を通して，そのときの学習内容に応じて育

てたい力を明確にして取り組んでいくことを心がけ，年

間の学習プログラムを編成した．学習過程で育てたい力

を表 2に，年間 35時間で構成される学習計画の例を付

表に示した． 

学習過程と学習の成果

実施初年の 2004 年度は，西山小学校，仁川小学校の

2校で協力してプロジェクトに取り組んだ．2005 年度

は，これに宝塚市立宝塚第一小学校が加わることとなり，

3校で連絡し合いながらプロジェクトに取り組んだ．こ

れらの成果を受け，2006 年度，2007 年度は，西山小

学校，仁川小学校で，引き続きプロジェクトが実施され，

2008 年度も継続されている．

年間を通した学習の流れは，2004 年度にほぼ確立さ

れ，以後，これを踏襲し，応用付加する形で，各学校で

学習が進められている（付表参照）．ここで紹介した以

外にも，標本づくりやスケッチが行われており，八木ほ

か（編）（2006）にもその概要が紹介されている．

他教科との関連も重要である．版画（図工），詩・俳句・

エッセイ（国語）などの題材として，他の教科の学習で

もミヤマアカネを取り上げ，活用した．文章として記録

に残し，結果を報告する発表会を開催する学習を行う際

の，説明的な文章等の書き方やスピーチの仕方等の力に

関しては，国語の時間に関連する単元を利用し，教科横

断的に育成した．

つぎに，主な学習過程とその成果を，児童の作文や発

表原稿を交えて紹介する．とくに断りがない場合は，ほ

ぼ毎年各校で行われている内容である． 

1．課題設定と動機づけ －博物館での学習－

年間を通したプログラムの導入部として，ミヤマアカ

ネに興味をもち , 調べてみたい課題を見つけることをね

らいとして行い，博物館を訪問し，研究員による授業を

受けることで，より効果的な動機付けをめざした（表 2：

ア）．

ミヤマアカネ・リサーチプロジェクトの学習は，学

校での学習に先立って，毎年 5月頃に開始されている．

表２　ミヤマアカネ・リサーチプロジェクトにおいて育てたい力
いくつかの評価の観点を設定し，それぞれに対して本単元での評価規準を定めた．単元の指導計画について
は付表参照．
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各学校が，博物館を訪問し，研究員の八木及びミュージ

アムティーチャー（当時）の足立の授業を受け，スライ

ドや実物標本とともにミヤマアカネというトンボの存在

が紹介された．児童はそのときはじめて，ミヤマアカネ

は各地で減少しているトンボであるが，校区には数多く

生息していることを知らされた．さらに，八木からは，「な

ぞに包まれているトンボだから，一緒に研究員となって

調査をしてみませんか」という呼びかけが行われた． 

私たちがなぜミヤマアカネのことを調べることになったか

というと，最初は八木先生との出会いから始まりました．１

学期の校外学習のとき「人と自然の博物館」に行って八木先

生のお話を聞いて，八木先生は「一緒に研究しませんか？」

と言われ，することになりました．宝塚第一小学校でミヤマ

アカネのことを調べるのは初めてでした．八木先生も何も知

らないので学校の前の支多々川にはミヤマアカネはいるのか

な～とわくわくしました．ミヤマアカネは日本で一番美しい

赤とんぼです．特徴は，羽の一部が茶色になっていて，完璧

にオスになったミヤマアカネは顔も赤っぽくなって，腹も真

っ赤になってきれいです．これらのことを聞き，ミヤマアカ

ネのことをもっと知りたいと思いました．」

（宝塚第一小学校 4年生，2005 年度）

児童にとって，導入段階での博物館や研究員との非日

常的な出会いは，学習を開始するにあたっての動機付け

として，重要な意義があった．日常的な学校の教室で

なく，1日かけて博物館の立派な施設を見学し，そこで

授業を受け，博物館の研究員に接することは，児童のモ

チベーションを高めるのに効果的であった．児童にとっ

ては博物館の研究員に接することもはじめての経験であ

り，研究員からの呼びかけは，未知なるものに対する児

童の知的好奇心をくすぐる大きな効果があると考えられ

る．

2．調査シートによるデータ収集の学習

この過程は，実際に野外に出て，さらにミヤマアカネ

に興味を持ち，課題を理解すること，調査研究の基礎的

な方法を学ぶことをねらいとして実施した（表 2：ア，

ウ）．

ミヤマアカネの発生期が近づいてくる 6月下旬から 7

月上旬には，本格的な調査開始に先立ち，八木，足立を

ゲストとして各学校に招き，校庭や校区に出てミヤマア

カネや昆虫を探し，調査シート（図 3）を用いての調査

データの記録の方法を実習した．このシートは，児童の

調査データの基礎となるもので，児童の個人の調査活動，

合同調査，定点観察等，さまざまな調査活動に活用され

た．シートには，氏名，日時，場所，天気，温度，まわ

りの環境，そしてミヤマアカネが「いた・いなかった」

などを記入する．

野外観察の後，教室に戻って児童が記入した調査シー

トへの講評が行われ，八木，足立からさまざまなコメン

トをもらった．児童は「いなかった」ということも大切

な情報であるということ，このシートを見た第三者が，

後日その場所を訪問できるよう，位置と環境を正確に記

載をすることが重要であるとの指導を受けた．「データ」

とは何かということをおぼろげながら理解し，情報を集

めるための基礎的な技術を学んだ．

ミヤマアカネ 大発見！

「あっ，ミヤマアカネ！」という叫びと同時にぼくは虫取

り網をふりおろした．だけど，ミヤマアカネは捕まえられず，

どこかににげていってしまった．「もうちょっとでつかまえ

られていたのに．」ととてもくやしい気もちだった．でもそ

の後にみんながつかまえた昆虫が見れてよかったです．みん

ながつかまえたミヤマアカネは 4匹だったけど，ミヤマアカ

ネの特徴がいろいろとわかりました．ミヤマアカネの特徴な

どがもっとわかってきたらいいのになあと思いました．また

いつか八木先生や足立先生と一緒に支多々川に下りていろん

な昆虫を観察したいです．

（宝塚第一小学校 4年生，2005 年度）

野外に出ての実習は児童の学習意欲を高め，実際に校

区にミヤマアカネがいるという事実は，児童の調査研究

に対する意欲を高めたといえる．また，博物館で出会っ

た研究員が今度は実際に学校に来て調査の指導をするこ

図３　ミヤマアカネ・リサーチプロジェクトで用いた調査シート．

児童がデータをとる際に必要不可欠な項目を 1枚のワークシ

ートとしたもの．例年各学校で使用されている．
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とで，児童は鼓舞され，いよいよ自らも研究員として出

発するのだ，という意志を強くすることとなった． 

3．定点観察

定点観察は，同じ調査地で，経時的にミヤマアカネの

分布や行動を観察する方法である．この過程は，一定の

規準に基づいて観察を行い正確に記録すること，得られ

たデータを比較することを目的に実施した（表 2：オ，カ，

キ，ク）．

各学校とも，近隣の河川で，業間休みや昼休みを利用

して定点観察を行い，続けて観察することで，ミヤマア

カネの好む環境や季節による個体数の変化などに気づい

た．また，交尾や産卵も観察することができた．宝塚第

一小学校（2005 年度）では，学校のすぐ前を流れる支

多々川で定点観察を行い，川沿いのガードレールに番号

を付し，観察位置がわかりやすいよう工夫した．また，

定点観察用の調査シートを透明フィルムで作成し，ミ

ヤマアカネの発見箇所を週ごとにプロットした（図 4）．

透明フィルムを重ねあわせることにより，違った季節の

データを地図上で容易に比較できるようになった．

定点観察とは，同じ時刻，同じ場所で生き物の数を記録す

ることです．わたしたちは支多々川でミヤマアカネ定点観察

をしました．夏休みに調べた時はほとんどいませんでした．

9月 12 日に調べたら，42 匹でした．こんな風に何度も調べ

たら，だんだん増えていき，オスばっかりだったのが，メス

も増えていきました．

（宝塚第一小学校 4年生，2005 年度）

私の担当するのは E区域です（図 4参照）．ここは（ガー

ドレールにつけた番号の）51 番から 68 番までで，担とうす

る人数は 6人です．この区域では，高い草がたくさんあって，

130㎝位の草です．ミヤマアカネは低いところにとまります．

水が流れています．水の近くにもミヤマアカネがいます．63

番からはコンクリートで，ミヤマアカネは全然いません．

はじめの調査では，11 匹いました．2回目の調査では 17

匹でした．オスの方が多いので，メスは逆瀬川に行ってしま

ったのかなと思いました．それともオスの方が生れてくる数

が多いのかなとも思いました．でも，そうでもなくて，オス

とメスの好みがちがって支多々川にはオスがたくさんいるの

かなと思いました．17 匹のうち，11 匹がオスだったから，

そう思いました .

（宝塚第一小学校 4年生，2005 年度）

作文が示すように，観察を重ねることで，児童は，季

節の進行によるミヤマアカネの個体数の変化に，自ら気

づくことができた．また，河床の護岸や植物の繁茂のよ

うす，水の流れのようすなどの微環境と，ミヤマアカネ

の分布との関係に気づく児童も多かった．当初はトンボ

の数だけにしか関心がなかった児童が , 観察を継続する

うちに，トンボを取り巻く環境にも目を向け始めたこと

がうかがえる．また , オスとメスの個体数の違いに気づ

き，その原因について，根拠となるデータを挙げて , 自

分なりに考察している．

野外活動を頻繁に行うことで児童がたくましくなる，

という副次的な効果にも言及しておきたい．宝塚第一小

学校前の支多々川で調査するには，ガードレールを越え

て 2メートルほど下の河床に降りることが必要である．

児童は，今まで目の前を流れていても河床に降りた経験

はほとんどなく，ガードレールに縄を結びつけ，忍者の

ように縄を伝って降りるという訓練から始めなければな

らなかった．はじめは縄伝いに降りることのできない児

童がたくさんいて，立ち往生したり，手足をすりむいた

りと大騒ぎだったが，しだいに手馴れた様子で降りてい

くようになった．また，普段そのような行動をしたこと

のない他学年の児童からも羨望の眼差しで見られるとこ

ろとなり，4年生だけが研究者として許された特権のよ

うに，毎日の調査に誇らしげに出て行く姿が見られた．

4．データの集計と比較－分布図の作成

この過程では，調査結果を地図上に統合し，空間的な

広がりとして視覚的に把握する力を育成し，ミヤマアカ

ネの分布の特徴について，考察し，解釈することをねら

いとした（表 2：エ，カ）．

夏休みには各自の課題として，9月以降にはクラスや

班単位で，調査シートを用いた校区での分布調査を行っ

た．1人が記入するシートは数枚でも，全員の分を合わ

せると，大きなデータとなる．このデータを用いて，さ

まざまな集計や分析を行った．

まず，調査結果を月ごとに集約し，校区でのミヤマア

図４　透明フィルムを用いた定点観察用の記録シート．2005 年度宝塚市立宝塚第一小学校 4年生が用いたもの．重ね合わせることで，季節に

よる違いがわかりやすくなるよう工夫した．左：2005 年 9月 12 日，右：同 9月 30 日の支多々川での記録．ＡからＧは，微環境に基

づいた調査地の区分．下の数字はガードレールの番号を表している．
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カネ分布図を作成した．これは，大きく引き伸ばした校

区の白地図の上に，ミヤマアカネの発見箇所，調査した

が発見できなかった箇所に，丸いシールを貼る作業であ

る．こうしてでき上がったのが図 5のような分布図で

ある．自分が調査した場所が地図上のどこに位置するの

かわからない児童も多く，当初，分布図作成作業は難航

したが，2週間ごとに作成作業を行ったところ，その度

に早く仕上がるようになっていった．

　児童は，分布図を作成することで，各自の調査結果

を，図として表現することが可能となることを学んだ．

観察された地区・観察されなかった地区を比較する作業

を重ね，児童は各地区の特徴を含めて校区の全体像を把

握していった．

一度獲得した集計データの視覚化という力は，他教科

においても十分に活用することができるものであった．

児童が校区全体の地理を把握し , その地区の特徴を地図

上に表現し , その図を読み解く力は，社会科の学習で校

区内の消火栓の場所を調べるという課題においても発揮

され，自宅近くの消火栓の場所を校区地図上に示す学習

では，あっという間にクラス全員で校区内の消火栓の分

布図を完成させた . 校内の水道設置箇所の分布図作成に

関しても，校内の校舎配置図をもとに短時間で作成させ

ることができた .

5．データの集計と比較　－表やグラフでの整理－

この過程では，自身が行った調査，観察の結果を集計

することで，思考力，表現力，読解力の育成をねらいと

した．博物館研究員のアドバイスを受けることで，専門

的かつ児童にはない視点が付加され，さらに効果的な学

習となることをめざした（表 2：イ，ク，ケ，コ）．

秋期になり，調査も終盤に向かう頃，データを表に集

計し，グラフに表す学習を行った．ミヤマアカネの発見

件数を，地域や，時間帯，天気，気温との関係等に分け，

一覧表に整理した．集計の結果は表やグラフにまとめ，

それに基づいてミヤマアカネの生態について，児童なり

に，考察し，仮説を立てる学習を行った．

わたしたちは，逆瀬川と支多々川を比べてみました．次の

表（図 6）を見てください．このようなことから，わたした

ちは次のような仮説を考えました．わたしたちは逆瀬川のミ

ヤマアカネが減っていて，9月 26 日から支多々川のミヤマ

アカネが急激に増えているということに気づきました．その

ことから逆瀬川で増えている分，支多々川に行ったのではな

いかということを考えました．他にも，9月 9日の支多々川

でオスばかり増えていることに気づきました．しかも，逆瀬

川でオスがけんかをしていることもわかりました．そのこと

から，逆瀬川でけんかに負けたミヤマアカネが支多々川に飛

んできたのではないかということを考えました．

（宝塚第一小学校 4年生，2005 年）

この頃になると，児童の表情は，一人前の研究員のよ

うになってきた．データを整理する力，読み取る力，自

分で考える力を，プロジェクトを通して徐々に身に付け

ていることがわかる．二つの河川での個体数の変動と ,

オスだけが増えているという性比の偏り，逆瀬川でのオ

スのけんかのような行動という複数の情報を組み合わせ

て考察し , 観察事実に対して自分なりの解釈を導き出し

ている．

「はじめに」の部分で触れたように，PISA 型読解力

では，読解のプロセスにおいて , テキストの中の「情報

の取り出し」だけでなく「理解・評価」し , テキストを

単に読むだけではなく，利用し , テキストに基づいて自

分の意見を論ずるなどの「活用」も要求されている．上

記の作文からも , 自身の調査結果に基づいて考察を進め

る学習は，多くの非連続型テキストを用いた読解力の育

成に寄与すると考えられる．

一部の児童は，集計したデータから，研究員のアドバ

イスのもと,さらに詳しい分析に取り組むこともできた． 

逆瀬川は，砂防工事により，何段もの堰堤に区切られ

た川となっている．宝塚第一小学校（2005 年度）では，

その中から一つの区画を選び，何匹のミヤマアカネが生

息しているかを複数回調査した．これは，ある区画に全

員が横一列に並び，下流から上流へ向け一歩進むごとに

自分の担当範囲にいるミヤマアカネを数え，オス・メス

の区別も含めて記録していくという根気を要する作業で

ある．

図５　校区でのミヤマアカネ分布図．模造紙大に拡大した校区の白

地図上に，ミヤマアカネのいた地点，調査したが発見できな

かった地点を，異なった色のシールを貼ることで表現したも

の．図中の「札ぽろ」「えひめ県」は，夏休みの帰省先でミヤ

マアカネを発見した児童による記入（ 2004 年度宝塚市立西

山小学校 4年生作成）．
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結果を集計し，その区画に生息しているミヤマアカネ

の数を割り出し，表にまとめたものが図 6である．こ

の表や同時に作成したグラフ（図 7）を見ると，ミヤマ

アカネの数が季節によって変化していることがわかり，

児童はさまざまな解釈を試みた．さらに，八木からのア

ドバイスを受け，区画の面積を測定し，ミヤマアカネ

の密度を計算した．もっとも密度が高い 9月上旬では 1

㎡あたり 0.319 匹だったのが，下旬には 0.092 匹と減

っていた（図 8）．

密度の計算は算数で学習しているが，児童は，生物の

個体数を比較する場合にもその方法が適用されること

を，実践的に学んだ．また，数が多ければたくさんいる

という感覚だけで個体数の推移をとらえていた児童にと

って，このような体験を踏まえた考察は，学校では与え

られない指導の観点であり，博物館の研究員との連携に

よる成果であったといえる．

6．映像による記録を通した学び

この過程では，デジタルカメラやビデオカメラを用い

た撮影を行うことで，より観点を絞った観察を行うこと，

観察結果をこれらのメディアを用いて表現することをね

らいとした（表 2：キ，シ）．

ミヤマアカネの姿を一人一人がデジタルカメラで撮影

し，その写真を展示する写真展を行った．生物は季節の

進行と共に，その体も変化する．7月に行った第 1回目

では，動きの遅いミヤマアカネのすぐそばまで近寄って

撮影することができたが，第 2回写真展を行う 9月に

なり，美しく赤く色づいたミヤマアカネの撮影を試みた

とき，児童は思わぬ事態に遭遇した．映像に記録しよう

と試み，以前と同じように撮影のために近づくと，ミヤ

マアカネは素早く反応して逃げ去ってしまった．

逆瀬川調査

9月 9日と 9月 27 日に逆瀬川調査をしました．（中略）動

きがとても速くて，写真を撮るのに苦労しました．色の区別

がわかりやすかったです．でも，交尾や産卵は見つかりませ

んでした．9月 27 日に行った時はなんと，127 匹しかいま

せんでした．でも，交尾が 16 組，産卵が 13 組も見つかりま

した．中には交尾のじゃまをするオスや，けんかをしている

オスもいました．わたしは，なぜ数がへっているのに交尾な

どが見つかったのだろうと思いました．

（宝塚第一小学校 4年生，2005 年）

ミヤマアカネのオスは秋になると全身が真っ赤に変化

し，顕著な縄張りを持つようになり，動きも敏捷とな

る．新たな観察方法を取り入れたことにより , ミヤマア

カネの季節による変化が，より確実に理解された．カメ

ラのファインダーの中に被写体をとらえるという観察に

より，漠然と全体を見るだけではなく，部分に焦点を絞

った観察を行うことができたといえる．

7．発表と交流

この過程では，仲間どうしで協力し発表会を企画運営

すること，データをもとに自分自身の考えを話すこと，

聞き手を想定して話し，相手の話を理解する力を養うこ

図８　生息密度を計算した表．生物の個体数を比較する際に，単純

なカウント数ではなく，一定面積あたりの個体数に表してみ

ることも重要であることを学習した（2005 年度宝塚市立宝

塚第一小学校 4年生作成）．

図７　調査結果を整理したグラフ．表と合わせてグラフの作成を行

い，これらをもとに，児童はさまざまな仮説を考案した（2005

年度宝塚市立宝塚第一小学校 4年生）．

図６　調査結果を整理した表．ミヤマアカネの確認個体数が季節に

よって変化すること，川によっても変化することが読み取れ

る（2005 年度宝塚市立宝塚第一小学校 4年生作成）．
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とをねらいとし，同じテーマで調査を行う近隣校との交

流や，博物館研究員のアドバイス，他学年児童への発表

により，より効果的な学習の場を設定した（表 2：サ，ス，

セ）．

秋期から冬期にかけては，調査の成果をまとめ，発表

するための学習が中心となる．保護者や他学年への発表

のほか，学年全体の校内発表会，他校との交流会，さら

には宝塚市環境市民会議での事例発表など，多くの発表

の場を用意するようにつとめた．

西山小学校では，2005 年度から毎年 3月に，4年生

児童が 3年生児童に向けて，ミヤマアカネ・リサーチ

プロジェクトの説明を行い，後輩に課題を託すという活

動を行っている．ミヤマアカネについて何も知らない人

にわかりやすく説明するために，パソコンでプレゼンテ

ーションデータを作成し，撮影した動画を活用するなど，

発表方法を工夫し，取り組んだ．

2004 年度には，西山小学校 4年生，仁川小学校 5年

生の間で， 3 回のテレビ会議を行った．テレビ会議にあ

たっては，事前に互いの結果をレジュメとして送付し，

各学校で考察を行い，会議に臨んだ．博物館の八木と足

立はそれぞれの学校に分かれて同席した．

最初に調べた夏休みのミヤマアカネは逆瀬川周辺にとても

多く生息していて，約 100 匹見られました．次の 9月 4，5

日の調査でも，夏と同じように逆瀬川周辺に約 100 匹見られ

ました．しかし，少なかったはずの山の方の宝梅地域や，支

多々川でもとても増えてきたのです．そして，交尾も支多々

川の方が多く見られるようになりました．このことから，わ

たしたちはミヤマアカネが小林駅周辺から宝梅に移っていっ

たと考えました．ところが，9月 18，19，20 日の調査では，

なんと支多々川と逆瀬川にいるミヤマアカネの数がとても減

ってきたのです．そこで我々は，2つの仮説を立てました．

1つ目は，川を伝ってゴルフ場の方へいく，2つ目も川を伝

って，光が丘の山の方へ移動している，というものです．こ

のことから，もし仁川にミヤマアカネがいっぱいいれば，川

を伝ってゴルフ場を通り，仁川に行っているかも知れません．

もし，ミヤマアカネが仁川にいなければ，光が丘の山のほう

へ行っていることもありえます．

（西山小学校 4年生，2004 年度第 2回テレビ会議の発表時原

稿から）

同じテーマで調査をし，校区が隣接していることから，

お互いに相手の調査結果に強く関心を持ち，自身が伝え

るべき発表内容を正確に表現することができた．他校と

の交流は，自身の調査結果を相対化し，新たな課題を発

見するきっかけともなった．ライバルの存在によるモチ

ベーションの向上という効果も高いと思われた．

このとき八木から，両校の児童が考えた校区を往来し

ているという仮説（図 9）を検証するためには，マーキ

ング調査（標識再捕獲法）が有効であるとのアドバイス

を受けた．児童はそのような方法があることに驚くとと

もに，仮説を検証するための新たな課題について考えを

巡らせることとなった．なお，児童のこの仮説は，その

後，みやまあかね祭やマーキング調査といった，保護者

や地域コミュニティを巻き込んだ大きな動きに発展した

（安達ほか，2007；清水ほか，2008）． 

2005 年度，プロジェクト参加校は 3校となった．3

校でのテレビ会議は技術的にも運営面でも困難が予想さ

れたため，それぞれの学校の取り組みやデータを交流し，

考察を深めるために，2006 年 2月， 3 校の児童 316 人

が集まり，フェイス・トゥ・フェイスの交流会を行った．

会場となった西山小学校体育館には，児童の描いた作品

や調査結果のポスターも展示され，さながら「ミヤマア

カネ学会」の様相であった． 

三校交流会

2月 27 日にミヤマアカネ・リサーチプロジェクトに取り

組んだ西山小・仁川小・宝塚第一小の三校で交流会をして学

習のまとめをしました．

西山小は支多々川と逆瀬川の上流のほうにあります．西

山小はミヤマアカネのほかにちがうトンボも調査していまし

た．でもやはり，一番多かったのはミヤマアカネでした．上

流の逆瀬川で 9月になんと 465 匹もいました．ちょうどその

頃，下流である第一小の調査でも 414 匹もいました．このこ

とから，9月は逆瀬川のどこでも一番多い月だということが

わかります．

仁川小は逆瀬川や支多々川に面してなく，仁川と小仁川

の近くにあります．2004 年度の時は仁川や小仁川にたくさ

んいましたが，2005 年度には少なくなっていました．仁川

小の人が考えた仮説は「2004 年度には台風が多かったため，

ミヤマアカネの卵が飛ばされた」といっていました．ほかに

仁川小は「ミヤマアカネはハグロトンボと仲良し」という仮

説も考えていました．八木先生はそういう調査もよいと言っ

てくれました．

第一小の発表に八木先生がアドバイスをしてくれました．

八木先生は密度のことを話しているときに「広さがわからな

いと，多い少ないがわからないので，密度は大切」と言って

いました．だから，支多々川や逆瀬川の密度を計算してよか

ったと思います．次に行動のことについて教えてもらいまし

た．八木先生は「けんかしていたのは，縄張り争いだ」と言

っていました．わかったことは夏にはミヤマアカネ同士でく

らしていますが，秋になると縄張りの取り合いがあるそうで

す．

私は三校交流会をしてミヤマアカネのことがたくさんわか

りました．これからもミヤマアカネの調査をしたいです．

（宝塚第一小学校 4年生，2005 年度）
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交流会の発表原稿をつくる過程で，それぞれの児童が

自身の調査結果を振り返って確認し，クラスの児童と情

報を共有することで,情報を整理しなおすことができた．

他校との交流では，それぞれの学校の取り組みに特徴が

表れ，同じ素材であっても , 異なる調査方法や分析の方

法があるのだということを学ぶ良いきっかけとなり，次

への課題としてつながっていった．また 3校の調査結

果を受けて , 調査内容に対し , 研究員による意義付けが

行われ，次の課題が示され，高い評価がなされることで，

児童の達成感はさらに高まったといえる．

8．年間の学習を通して

年間を通した学習の最後の単元では，これまでの学習

や体験をふりかえり，必ずまとめの学習を行った．まと

めのねらいは，学んだことを生かし，地域のよさに気づ

かせることである（表 2：ソ）．

学習を終えての児童の作文には，プロジェクトのねら

いと成果を見事に集約しているものが多く見られた．つ

ぎにその例を紹介しておきたい．

学習を終えて

今回の調査を通して私はいろいろな事を学びました．学ん

だ事の一つ目は，生態についてです．最初はミヤマアカネと

いうトンボがいることさえ知らなかったけれど，今はオスと

メスの区別の仕方，オスの体の変化，飛び方，生息場所，ト

ンボが体を休める植物まで，とても詳しくなりました．二つ

目はデータをもとに分類し，集計する仕方です．私たち子ど

もの普段の生活では，集計なんてしたこともなかったけれど，

今は，調査項目にしたがって集計する仕方を知りました．ま

た，表やグラフにするとわかりやすく，考えやすいというこ

とも学びました．数字はこうではないかなと思ったことをよ

り明確にしてくれました．また，学んだのはミヤマアカネの

ことばかりではありません．自然のこと，虫のこと，皆で調

査することの大切さ，続けることの大切さ，とても大切なこ

とを学びました．この調査は一人ではなく，皆でやってこそ

のものです．一人でやったら少しでも，皆でやったらこれだ

けのものになるのです．また，続けていくことでわかってい

くことがたくさんありました．虫のことでわかったことは，

その 1つが小仁川に台風が来たときのことです．台風の時，

私たちはミヤマアカネがどうしているかとても心配していま

した．そしてその 2日後，私たちは小仁川に行ってみました．

すると，ミヤマアカネがたくさんいたのです．台風で小仁川

は大変なことになっていたはずなのに，石にへばりついてひ

なたぼっこをしていました．羽を乾かしていたのでしょうか．

この時，私は，虫の生命力の強さを学びました．また，この

日，産卵の様子も見られて，とても感動しました．命がつな

がっていくのだと思いました．産卵している小仁川には，ミ

ゾソバが咲き，とってもきれいでした．夏休み，私が調査し

ている時，ミヤマアカネは全然いませんでした．予想もしな

い所にひょっこりいたり，絶対ここにいると思った所にいな

かったりしました．このことから私は，自然は思い通りにな

らないということを学びました．最後にもう 1つ，小仁川は，

私たちにとって大切な遊び場だけれど，ミヤマアカネにとっ

ても大切な遊び場であるということがわかりました．テレビ

会議はもう終わりましたが，調査はまだ続けます．今まで学

んだことを元に調査を続けていきたいと思います．我々の学

校があり，ミヤマアカネが飛び交うこの美しい仁川の地域を

守っていきたいと思います．

（仁川小学校 5年生，2004 年度）

ほぼ 1年間を通してのミヤマアカネ・リサーチプロ

ジェクトによって，それぞれの児童は，自分自身の感性

で，地域の自然環境を体験し , その環境を大切にしたい

との思いを抱くようになったと思われた．身近な環境を

大切にしよう，自分たちが住んでいる地域のよさに目を

向けよう，ということを，題目として唱えることは簡単

なことである．しかし，児童が主体的に地域の自然環境

を感じる機会は，あまり多くない．上記の作文にあるよ

うに，多くの児童は，数ヶ月も以前の情景をよく記憶し

ていた．漫然と野外を歩いたのではなく，自分自身で調

査，観察し，結果をまとめ，他者に向けて表現するとい

う一連の学習を行ったことで，ミヤマアカネとミヤマア

カネを取り巻く地域の環境が，児童の心の中に強く印象

に残ったものといえるだろう．

まとめと今後の課題

博物館と連携し，アカトンボの一種ミヤマアカネを素

材としたミヤマアカネ・リサーチプロジェクトでは，自

図９　宝塚市立西山小学校と同仁川小学校の間で 2004 年度に行わ

れたテレビ会議による交流学習で使用した図．両校児童は，

あらかじめ受けとった他校の調査結果と合わせ，季節によっ

てミヤマアカネが校区間を移動しているとの仮説を考案した

（2004 年度宝塚市立仁川小学校 5年生作成の図を改写）．
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付表　ミヤマアカネ・リサーチプロジェクト　単元の学習計画
総合的な学習の時間における年間 35時間の学習計画．1時間の授業は 45分間．評価規準と評価方法中のカナ
記号は，表 2に対応している．2005 年度，宝塚市立宝塚第一小学校 4年生での例．
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